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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　便鉢部、
　この便鉢部の下流側に連通した便器排水路、
　前記便鉢部の上部周縁に開口し、平面視において前記便鉢部内を旋回する旋回流を形成
する洗浄水を吐水する第１吐水口、
　及び、前記便鉢部の上部周縁に開口し、前記第１吐水口から吐水した洗浄水が前記便鉢
部の表面を流れた下流側で合流し、前記便器排水路に向けた下方向の流れを形成する洗浄
水を吐水する第２吐水口を有した便器本体と、
　前記第１吐水口、及び前記第２吐水口に洗浄水を供給する便器洗浄装置とを備えており
、
　前記便器洗浄装置が前記第１吐水口及び前記第２吐水口に洗浄水の供給を開始し、前記
第１吐水口から吐水した洗浄水が前記便鉢部の表面を流れて前記第２吐水口から吐水した
下方向の流れを形成する洗浄水に合流する合流部に到達するまでは、前記第１吐水口から
吐水した洗浄水が前記合流部に到達した際に前記第２吐水口から吐水する設定流量よりも
少ない流量の洗浄水を前記第２吐水口から吐水することを特徴とする水洗式便器。
【請求項２】
　便鉢部、
　この便鉢部の下流側に連通した便器排水路、
　前記便鉢部の上部周縁に開口し、平面視において前記便鉢部内を旋回する旋回流を形成
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する洗浄水を吐水する第１吐水口、
　及び、前記便鉢部の上部周縁に開口し、前記第１吐水口から吐水した洗浄水が前記便鉢
部の表面を流れた下流側で合流し、前記便器排水路に向けた下方向の流れを形成する洗浄
水を吐水する第２吐水口を有した便器本体と、
　前記第１吐水口からの洗浄水の吐水開始よりも前記第２吐水口からの洗浄水の吐水開始
を遅くするとともに、前記第１吐水口から吐水された洗浄水が前記第２吐水口から吐水さ
れた下方向の流れを形成する洗浄水に合流する合流部に到達するまでは、前記第１吐水口
から吐水した洗浄水が前記合流部に到達した際に前記第２吐水口から吐水する設定流量よ
りも少ない流量の洗浄水を前記第２吐水口から吐水するように前記第１吐水口、及び前記
第２吐水口に洗浄水を供給する便器洗浄装置とを備えていることを特徴とする水洗式便器
。
【請求項３】
　前記第１吐水口から吐水した洗浄水は、前記第２吐水口から吐水した洗浄水に合流する
ことによって下方向への流れに変わり、前記便器排水路に流れ込む主流を形成することを
特徴とする請求項１又は２記載の水洗式便器。
【請求項４】
　前記便器本体は前記便鉢部内に向けて前記第２吐水口が開口した給水室を有しており、
　前記便器洗浄装置は前記給水室内に配置して洗浄水が流出する給水管を有していること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項記載の水洗式便器。
【請求項５】
　前記給水管は前記第２吐水口とは略逆方向に洗浄水を流出することを特徴とする請求項
４記載の水洗式便器。
【請求項６】
　前記第２吐水口は前記給水管の流出口よりも開口面積が大きいことを特徴とする請求項
４又は５記載の水洗式便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は水洗式便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は従来の水洗式便器を開示している。この水洗式便器は便器本体と便器洗浄
装置とを備えている。便器本体は、便鉢部と、この便鉢部の下流側に連通した便器排水路
とを有している。また、便器本体は、便鉢部の右側（洗浄タンクを載置する便器本体の後
方から先端に向かって右側）の上部周縁であって、便鉢部の前後方向の略中央部に洗浄水
を吐水する第１吐水口を有している。第１吐水口は前方に向いて開口している。第１吐水
口から吐水した洗浄水は平面視において便鉢部内を反時計方向に旋回する旋回流を形成す
る。また、便器本体は左側後部の上部周縁部に洗浄水を吐水する第２吐水口を有している
。第２吐水口は右方向に向いて開口している。第２吐水口から吐水した洗浄水は、第１吐
水口から吐水された洗浄水に合流して旋回流の勢いを弱めることができる。これによって
、便鉢部内の旋回流の遠心力を小さくし、便鉢部内の汚物の広がりを抑え、汚物を良好に
排出することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１５７７３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の水洗式便器は、第１吐水口から吐水する洗浄水、及び第２吐水口
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から吐水する洗浄水の流量（単位時間当たりに流れる水量：以下同じ）や吐水開始時間を
考慮したものではない。このため、この水洗式便器は便器洗浄を開始した直後から第２吐
水口から大流量の洗浄水を吐水する。また、便器洗浄を開始した当初は第１吐水口から吐
水した洗浄水によって便鉢部内の旋回流が形成されておらず、第２吐水口から吐水した洗
浄水は第１吐水口から吐水した洗浄水に合流することなく便器排水路へ流れ込んでしまう
。この場合、第２吐水口から吐水した洗浄水を便器洗浄に有効に利用することができない
。
【０００５】
　本発明は、上記従来の実情に鑑みてなされたものであって、便器洗浄を効率的に実行す
ることができる水洗式便器を提供することを解決すべき課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の水洗式便器は、便鉢部、
　この便鉢部の下流側に連通した便器排水路、
　前記便鉢部の上部周縁に開口し、平面視において前記便鉢部内を旋回する旋回流を形成
する洗浄水を吐水する第１吐水口、
　及び、前記便鉢部の上部周縁に開口し、前記第１吐水口から吐水した洗浄水が前記便鉢
部の表面を流れた下流側で合流し、前記便器排水路に向けた下方向の流れを形成する洗浄
水を吐水する第２吐水口を有した便器本体と、
　前記第１吐水口、及び前記第２吐水口に洗浄水を供給する便器洗浄装置とを備えており
、
　前記便器洗浄装置が前記第１吐水口及び前記第２吐水口に洗浄水の供給を開始し、前記
第１吐水口から吐水した洗浄水が前記便鉢部の表面を流れて前記第２吐水口から吐水した
下方向の流れを形成する洗浄水に合流する合流部に到達するまでは、前記第１吐水口から
吐水した洗浄水が前記合流部に到達した際に前記第２吐水口から吐水する設定流量よりも
少ない流量の洗浄水を前記第２吐水口から吐水することを特徴とする。
【０００７】
　この水洗式便器は第１吐水口から吐水した洗浄水が合流部に到達した際に第２吐水口か
ら吐水する洗浄水が設定流量（例えば、第２吐水口から吐水することができる最大流量）
に増水している。つまり、この水洗式便器は第１吐水口から吐水した洗浄水が合流部に到
達する前に大量の洗浄水を第２吐水口から吐水しない。このため、この水洗式便器は、便
器洗浄に有効に利用することができない第２吐水口からの洗浄水の吐水を抑えることがで
き、節水化を図ることができる。また、この水洗式便器は第１吐水口から吐水した洗浄水
が合流部に到達した際に第２吐水口から吐水する洗浄水が設定流量（最大流量）に増水す
るため、第２吐水口から吐水した洗浄水が第１吐水口から吐水した洗浄水に合流して便器
排水路に向けた下方向の流れを確実に形成することができる。
【０００８】
　また、本発明の他の水洗式便器は、便鉢部、
　この便鉢部の下流側に連通した便器排水路、
　前記便鉢部の上部周縁に開口し、平面視において前記便鉢部内を旋回する旋回流を形成
する洗浄水を吐水する第１吐水口、
　及び、前記便鉢部の上部周縁に開口し、前記第１吐水口から吐水した洗浄水が前記便鉢
部の表面を流れた下流側で合流し、前記便器排水路に向けた下方向の流れを形成する洗浄
水を吐水する第２吐水口を有した便器本体と、
　前記第１吐水口からの洗浄水の吐水開始よりも前記第２吐水口からの洗浄水の吐水開始
を遅くするとともに、前記第１吐水口から吐水された洗浄水が前記第２吐水口から吐水さ
れた下方向の流れを形成する洗浄水に合流する合流部に到達するまでは、前記第１吐水口
から吐水した洗浄水が前記合流部に到達した際に前記第２吐水口から吐水する設定流量よ
りも少ない流量の洗浄水を前記第２吐水口から吐水するように前記第１吐水口、及び前記
第２吐水口に洗浄水を供給する便器洗浄装置とを備えていることを特徴とする。
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【０００９】
　この水洗式便器は、第１吐水口からの洗浄水の吐水開始よりも第２吐水口からの洗浄水
の吐水開始を遅くすることができる。このため、第１吐水口から吐水した洗浄水が第２吐
水口から吐水した洗浄水に合流する合流部に到達するタイミングに合わせて第２吐水口か
ら洗浄水を吐水するようにすることができる。このようにすると、便器洗浄を開始した当
初は第２吐水口から洗浄水を吐水しないため、便器洗浄に有効に利用することができない
第２吐水口からの洗浄水の吐水を抑えることができ、節水化を図ることができる。また、
この水洗式便器は第１吐水口から吐水した洗浄水が合流部に到達した際に第２吐水口から
大流量の洗浄水を吐水することができるため、第２吐水口から吐水した洗浄水が第１吐水
口から吐水した洗浄水に合流して便器排水路に向けた下方向の流れを確実に形成すること
ができる。
【００１０】
　したがって、本発明のこれら水洗式便器は便器洗浄を効率的に実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施例１の水洗式便器であって、便器洗浄開始直後の洗浄水の流れを示す断面図
である。
【図２】実施例１の水洗式便器の左右中央断面図である。
【図３】実施例１の水洗式便器であって、便器洗浄開始し、第１吐水口から吐水した洗浄
水と第２吐水口から吐水した洗浄水が合流する直前の流れを示す断面図である。
【図４】実施例１の水洗式便器であって、便器洗浄開始し、第１吐水口から吐水した洗浄
水と第２吐水口から吐水した洗浄水が合流した後の流れを示す断面図である。
【図５】実施例２の水洗式便器を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明における好ましい実施の形態を説明する。
【００１３】
　前記第１吐水口から吐水した洗浄水は、前記第２吐水口から吐水した洗浄水に合流する
ことによって下方向への流れに変わり、前記便器排水路に流れ込む主流を形成し得る。こ
の場合、第１吐水口から吐水した洗浄水は、便鉢部の表面を洗浄することを目的としてお
り、旋回方向への流れが主になっている。このため、第２吐水口から吐水した洗浄水が第
１吐水口から吐水した洗浄水に合流することによって、第１吐水口から吐水した洗浄水の
流れを便器排水路方向の下方向に変更し、一方向から便器排水路に流れ込む洗浄水の主流
を形成することができる。よって、この水洗式便器は、汚物を便器排水路内に良好に搬送
することができ、便器排水路を介して便器本体外に排出することができる。
【００１４】
　前記便器本体は前記便鉢部内に向けて前記第２吐水口が開口した給水室を有しており、
前記便器洗浄装置は前記給水室内に配置して洗浄水が流出する給水管を有し得る。この場
合、給水室がバッファー空間になり第２吐水口から吐水される洗浄水が設定流量に増水す
るタイミングを遅くしたり、第２吐水口からの吐水開始時間を遅くしたりすることができ
る。
【００１５】
　前記給水管は前記第２吐水口とは略逆方向に洗浄水を流出し得る。この場合、給水管か
ら流出した洗浄水が直接的に第２吐水口から便鉢部内に吐水することを防止することがで
きる。これによって、第２吐水口からの吐水開始時間を遅くすることができる。
【００１６】
　前記第２吐水口は前記給水管の流出口よりも開口面積を大きくし得る。この場合、給水
管の流出口から流出する洗浄水の流速よりも第２吐水口から吐水する洗浄水の流速が遅く
なり、便鉢部内で飛散することを防止することができる。
【００１７】
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　次に、本発明の水洗式便器を具体化した実施例１及び２について、図面を参照しつつ説
明する。
【００１８】
＜実施例１＞
　実施例１の水洗式便器は、図１～図４に示すように、便器本体１０、便器洗浄装置２０
、及び便座装置３０を備えている。便器本体１０は、便鉢部１１、便器排水路１２、第１
吐水口１３、及び第２吐水口１４を有している。便器洗浄装置２０は、洗浄タンク２１、
ポンプ２２、及び分配給水管２３を有している。便座装置３０は、便器本体１０の上面に
載置し、固定した便座装置本体３１と、便座装置本体３１の前部に回動自在に軸支した便
座及び便蓋３２とを有している。
【００１９】
　便器本体１０は上面周縁から下方に延びた周壁部１５を有している。便器本体１０は、
周壁部１５内の前側（図１において下側）に便鉢部１１を形成しており、便鉢部１１の下
方及び後方（図１において上方向）に便器洗浄装置２０等を収納する収納空間Ｓを形成し
ている。便器排水路１２は、便鉢部１１の下流側に連続し、便鉢部１１の後方に延びてい
る。便鉢部１１の下部、及び上流側の便器排水路１２によって封水部を形成している。便
器排水路１２は便鉢部１１の後方の収納空間Ｓ内に下流端の排出口１２Ａを配置している
。便器排水路１２は、便鉢部１１より後方の収納空間Ｓ内で、排水接続管４０を介して床
面Ｆに引き出され、上方に開口した排水管５０の流入口に排出口１２Ａを連通している。
【００２０】
　便器本体１０は、便鉢部１１の左側（図１において左側）の上部周縁部より外側であっ
て周壁部１５の内側に設けた第１給水室１６を有している。第１給水室１６は、便鉢部１
１の前後方向の略中央部より後方（図１において上方向）に延びている。分配給水管２３
の後述する左側給水管２３Ｌの先端部が、第１給水室１６の後方から挿入され、第１給水
室１６内に配置されている。第１吐水口１３は第１給水室１６の前端部に開設している。
つまり、第１吐水口１３は、便鉢部１１の左側の上部周縁であって、便鉢部１１の前後方
向の略中央部に前方（図１において下方向）を向いて開口している。便器本体１０は、第
１吐水口１３の底面に連続して、上部周縁に形成したリム通水路１８を有している。
【００２１】
　便器本体１０は便鉢部１１の右側後部（図１において右上部）の上部周縁部より外側で
あって周壁部１５の内側に設けた第２給水室１７を有している。分配給水管２３の後述す
る右側給水管２３Ｒの先端部が、第２給水室１７の後方から挿入され、第２給水室１７内
に配置されている。第２吐水口１４は第２給水室１７の便鉢部１１側の側面の後部に開設
している。つまり、第２吐水口１４は、便鉢部１１の右側後部の上部周縁であって、左方
向（図１において左方向）を向いて開口している。
【００２２】
　洗浄タンク２１は、収納空間Ｓ内であって、便鉢部１１の下方及び後方に配置されてい
る。ポンプ２２は収納空間Ｓ内であって便鉢の後方で洗浄タンク２１の上方に配置されて
いる。ポンプ２２は流入口を連結管２４を介して洗浄タンク２１の上端に連結している。
また、ポンプ２２は吐出管２５を分配給水管２３に連結している。分配給水管２３は、ポ
ンプ２２の吐出管２５に連結した上流管２３Ａと、上流管２３Ａを分岐した左側給水管２
３Ｌ及び右側給水管２３Ｒとを有している。
【００２３】
　分配給水管２３の左側給水管２３Ｌは先端が開口した流出口２３Ｘを有している。この
ため、左側給水管２３Ｌの流出口２３Ｘから流出した洗浄水は、第１吐水口１３に向けて
第１給水室１６内に流出し、第１吐水口１３から吐水される。第１吐水口１３から吐水し
た洗浄水は、リム通水路１８に沿って流れ、平面視において便鉢部１１内を反時計方向に
旋回する旋回流を形成する。
【００２４】
　分配給水管２３の右側給水管２３Ｒは、先端が閉鎖し、側面部に第２給水室１７の周壁
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部１５側に開口した流出口２３Ｙを有している。このため、右側給水管２３Ｒの流出口２
３Ｙは第２吐水口１４とは略逆方向に洗浄水を流出する。右側給水管２３Ｒの流出口２３
Ｙから流出した洗浄水は、第２給水室１７内を満水状態にしつつ、第２吐水口１４から吐
水される。第２吐水口１４から吐水した洗浄水は、第１吐水口１３から吐水した洗浄水と
合流部Ｚ（図４参照）で合流し便器排水路１２に向けた下方向の流れを形成する。第２吐
水口１４は右側給水管２３Ｒの流出口２３Ｙよりも大きい開口面積を有している。このた
め、第２吐水口１４から吐水する洗浄水の流速が遅くなり、便鉢内で第１吐水口１３から
吐水した洗浄水と合流部Ｚで合流した際等の飛散を防止することができる。
【００２５】
　次に、このような構成を有する水洗式便器の便器洗浄を実行した際の洗浄水の流れ方を
説明する。
【００２６】
　この水洗式便器は、図示しないリモートコントローラに設けた便器洗浄スイッチを操作
すると、ポンプ２２が設定時間の間、駆動し、洗浄タンク２１に貯留した洗浄水を分配給
水管２３を介して第１吐水口１３及び第２吐水口１４から吐水する。これによって、この
水洗式便器は便器洗浄を実行する。
【００２７】
　この水洗式便器は、分配給水管２３の左側給水管２３Ｌの流出口２３Ｘが第１吐水口１
３に向けて洗浄水を流出するため、便器洗浄を開始した直後から、図１に示すように、第
１吐水口１３から洗浄水をリム通水路１８に沿って吐水することができる。一方、この水
洗式便器は、分配給水管２３の右側給水管２３Ｒの流出口２３Ｙが第２吐水口１４とは略
逆方向に洗浄水を流出するため、便器洗浄を開始した直後は、第２吐水口１４から洗浄水
を便鉢部１１内に吐水しない。つまり、右側給水管２３Ｒの流出口２３Ｙが第２吐水口１
４とは略逆方向に洗浄水を流出するため、右側給水管２３Ｒの流出口２３Ｙから流出した
洗浄水が直接的に第２吐水口１４から便鉢部１１内に吐水することを防止し、第２吐水口
１４からの吐水開始時間を遅くすることができる。
【００２８】
　その後、僅かな時間の経過により、図３に示すように、第１吐水口１３から吐水した洗
浄水は便鉢部１１のリム通水路１８に沿って便鉢部１１の右側に流れる。一方、右側給水
管２３Ｒの流出口２３Ｙから流出した洗浄水は第２吐水口１４から徐々に吐水され始める
。第２給水室１７内が右側給水管２３Ｒの流出口２３Ｙから流出した洗浄水で満水になる
までは、第２吐水口１４から吐水する洗浄水は徐々に増水していく。このように、第２給
水室１７がバッファー空間になり、第２吐水口１４から吐水される洗浄水が設定流量（最
大流量、例えば、２５Ｌ／分以上、望ましくは３５Ｌ／分以上）に増水するタイミングを
遅くしたり、第２吐水口１４からの吐水開始時間を遅くしたりすることができる。
【００２９】
　その後、図４に示すように、第１吐水口１３から吐水した洗浄水が合流部Ｚに到達する
頃には、右側給水管２３Ｒの流出口２３Ｙから流出した洗浄水で第２給水室１７内が満水
になり、第２吐水口１４から吐水される洗浄水は増水され、設定流量（最大流量）の洗浄
水が第２吐水口１４から吐水される。つまり、この水洗式便器は第１吐水口１３から吐水
した洗浄水が合流部Ｚに到達する前に大量の洗浄水を第２吐水口１４から吐水しない。こ
のため、この水洗式便器は、便器洗浄に有効に利用することができない第２吐水口１４か
らの洗浄水の吐水を抑えることができ、節水化を図ることができる。また、この水洗式便
器は第１吐水口１３から吐水した洗浄水が合流部Ｚに到達した際に第２吐水口１４から吐
水する洗浄水が設定流量（最大流量）に増水するため、第２吐水口１４から吐水した洗浄
水が第１吐水口１３から吐水した洗浄水に合流して便器排水路１２に向けた下方向の流れ
を確実に形成することができる。
【００３０】
　したがって、実施例１の水洗式便器は便器洗浄を効率的に実行することができる。
【００３１】
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　第１吐水口１３から吐水した洗浄水は、第２吐水口１４から吐水した洗浄水に合流する
ことによって下方向への流れに変わり、便器排水路１２に流れ込む主流を形成する。つま
り、第１吐水口１３から吐水した洗浄水は、便鉢部１１の表面を洗浄することを目的とし
ており、旋回方向への流れが主になっているため、第２吐水口１４から吐水した洗浄水が
第１吐水口１３から吐水した洗浄水に合流することによって、第１吐水口１３から吐水し
た洗浄水の流れを便器排水路１２方向の下方に変更し、一方向から便器排水路１２に流れ
込む洗浄水の水流を形成することができる。よって、この水洗式便器は、汚物を便器排水
路１２内に良好に搬送することができ、便器排水路１２を介して便器本体１０外に排出す
ることができる。
【００３２】
　第２吐水口１４から吐水した洗浄水が合流した第１吐水口１３から吐水した洗浄水の一
部は、便器排水路１２に流れ込まず、便鉢部１１内を反時計方向に旋回する旋回流を形成
する。設定時間が経過すると、ポンプ２２の駆動が停止して、便器洗浄が終了する。
【００３３】
＜実施例２＞
　実施例２の水洗式便器は、図５に示すように、便器洗浄装置１２０の分配給水管１２３
を直接、給水源（例えば、水道管）に接続し、給水源の給水圧力を利用して第１吐水口１
３と第２吐水口１４とに洗浄水を供給する点で実施例１と相違する。同一の構成は同一の
符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００３４】
　便器洗浄装置１２０は、この水洗式便器が設置された部屋に引き出された水道管に接続
した図示しない止水栓に分配給水管１２３の上流管１２３Ａの上流端を接続している。こ
の便器洗浄装置１２０は、上流管１２３Ａを分岐した左側給水管１２３Ｌ及び右側給水管
１２３Ｒの夫々に設けた開閉弁１２４、１２５を有している。これら開閉弁１２４、１２
５は開閉タイミングを制御することができる。
【００３５】
　次に、このような構成を有する便器洗浄装置１２０を備えた水洗式便器の便器洗浄を実
行した際の便器洗浄装置１２０の動作及び洗浄水の流れ方を説明する。
【００３６】
　この水洗式便器は、図示しないリモートコントローラに設けた便器洗浄スイッチを操作
すると、先ず、左側給水管１２３Ｌに設けた開閉弁１２４が開弁する。このため、水洗式
便器は、第１吐水口１３から洗浄水をリム通水路１８に沿って吐水し、第２吐水口１４か
ら吐水する洗浄水との合流部Ｚに向けて流れる。
【００３７】
　その後、設定時間を経過した後に右側給水管２３Ｒに設けた開閉弁１２５を開弁する。
これによって、第２吐水口１４からの吐水開始時間を遅くすることができる。つまり、第
１吐水口１３から吐水した洗浄水が第２吐水口１４から吐水した洗浄水に合流する合流部
Ｚに到達するタイミングに合わせて第２吐水口１４から洗浄水を吐水することができる。
このように、この水洗式便器は、便器洗浄を開始した直後に第２吐水口１４から洗浄水を
吐水しないため、便器洗浄に有効に利用することができない第２吐水口１４からの洗浄水
の吐水を抑えることができ、節水化を図ることができる。また、この水洗式便器は、第１
吐水口１３から吐水した洗浄水が合流部Ｚに到達した際に第２吐水口１４から大流量の洗
浄水を吐水することができるため、第２吐水口１４から吐水した洗浄水が第１吐水口１３
から吐水した洗浄水に合流して便器排水路１２に向けた下方向の流れを確実に形成するこ
とができる。
【００３８】
　したがって、実施例２の水洗式便器は便器洗浄を効率的に実行することができる。
【００３９】
　この水洗式便器においても、第１吐水口１３から吐水した洗浄水は、第２吐水口１４か
ら吐水した洗浄水に合流することによって下方向への流れに変わり、便器排水路１２に流
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面を洗浄することを目的としており、旋回方向への流れが主になっているため、第２吐水
口１４から吐水した洗浄水が第１吐水口１３から吐水した洗浄水に合流することによって
、第１吐水口１３から吐水した洗浄水の流れを便器排水路１２方向の下方に変更し、一方
向から便器排水路１２に流れ込む洗浄水の水流を形成することができる。よって、この水
洗式便器は、汚物を便器排水路１２内に良好に搬送することができ、便器排水路１２を介
して便器本体１０外に排出することができる。
【００４０】
　第２吐水口１４から吐水した洗浄水が合流した第１吐水口１３から吐水した洗浄水の一
部は、便器排水路１２に流れ込まず、便鉢部１１内を反時計方向に旋回する旋回流を形成
する。設定時間が経過すると、左側給水管２３Ｌに設けた開閉弁及び右側給水管２３Ｒの
設けた開閉弁が閉弁し、便器洗浄が終了する。
【００４１】
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施例１及び２に限定されるものではなく
、例えば次のような実施例も本発明の技術的範囲に含まれる。
（１）実施例１及び２では、第２吐水口の開口面積を右側給水管の流出口より大きくした
が、同じ開口面積であってもよい。
（２）実施例１及び２では、第１吐水口を便器本体の左側且つ前後方向の略中央部に配置
し、第２吐水口を便器本体の右側後部に配置したが、便鉢及び便器排水路の形状及び位置
関係等に応じて適宜配置を変更してもよい。
（３）実施例１では、洗浄タンクを便器本体に形成した収納空間内に配置したが、洗浄タ
ンクは便器本体の後部上面上に配置する等、他の場所に配置してもよい。
（４）実施例２では、第２給水室を設けたが、第２給水室を設けなくてもよい。
（５）実施例２では、右側給水管の流出口を第２給水室の周壁部側に開口し、第２吐水口
とは略逆方向に洗浄水を流出するようにしたが、右側給水管の流出口を第２吐水口に向け
て開口してもよい。
【符号の説明】
【００４２】
　１０…便器本体
　１１…便鉢部
　１２…便器排水路
　１３…第１吐水口
　１４…第２吐水口
　１７…第２給水室（給水室）
　２０、１２０…便器洗浄装置
　２３Ｒ、１２３Ｒ…右側給水管（給水管）
　２３Ｙ…流出口
　Ｚ…合流部
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